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（2回上映 ※夜の部開始時間注意）
牧野物語・養蚕編
監督：小川紳介／1977／16mm／112分

〈 小川紳介監督とお蚕さま〉

　「お蚕さま」と共に半生を歩んできた木村サトさんが、かつて母親か
ら学んだという、葉の選び方に始まり繭を作るまでの蚕飼育の技術
を、山形県上山市牧野村に移住した小川プロのスタッフに指導する。
その養蚕作業を通じて彼女の人生の軌跡が照らし出される。撮影は
同録8mmフィルムで行われた。

小川紳介：1936年、東京生まれ。1960年、岩波
映画製作所と助監督契約を結び、東陽一、岩佐寿
弥、黒木和雄、土本典昭らとの勉強会「青の会」に
参加。1964年、フリーになる。監督第1作『青年の
海』（1966）や『現認報告書』（1967）などを自主制作。
全共闘運動の盛り上がりの中で全国の大学、職域
などで支持を得た。1968年、小川プロダクションを旗揚げし、成田
空港建設反対運動を描く、「三里塚」シリーズ制作に没頭。農民の側
に立って映画を作り続けた。1974年、山形県上山市牧野に移り住み、
米作りをしながら農村を見続け『ニッポン国古屋敷村』（1982）と
『1000年刻みの日時計 ― 牧野村物語』（1986）を発表。1989年の山
形国際ドキュメンタリー映画祭発足の準備委員として奔走、映画祭を
成功に導いた。1992年2月7日逝去。

金曜上映会
上映会＆ワークショップレポート 
ほか 

宝蔵寺キネマンダラ
お寺で野外上映＆コマ撮りワークショップ!

山形市平久保100 山形ビッグウイング3F
開館時間：10:00－17:00
休館日：月・火曜（祝日を除く）、年末年始
臨時休館はWebサイトでお知らせします。
電話：023-635-3015

これまでに山形国際ドキュメンタリー映画祭に応募された20,000本
以上の作品（劇場公開予定などで視聴いただけない場合もあります）、東日
本大震災の記録映画とその作品資料を蒐集・保存を行うプロジェク
ト「311ドキュメンタリーフィルム・アーカイブ」の登録作品、山形市
広報フィルムのデジタルライブラリーの作品を視聴することができま
す。また、毎年「子どもの映画教室」を開催しています。

山形ドキュメンタリーフィルムライブラリー

311ドキュメンタリーフィルムアーカイブ

2011年3月11日に起きた東日本大震災の記録映画とその作品資料
を蒐集・保存し、作品情報を世界に発信するプロジェクトです。

www.yidf f311docs.jp

会場：山形ドキュメンタリーフィルムライブラリー
山形市平久保100 山形国際交流プラザ（ビッグウイング）3階 試写室
鑑賞会員無料（当日受付にてご入会ください）
会費・入会金不要（本法人「正会員・賛助会員」制度とは別です）。
主催：認定NPO法人 山形国際ドキュメンタリー映画祭

　パヤル・カパーリヤー監督『何も知らない夜』（YIDFF 2023大賞）の上
映後は、アートコーディネーターの黒岩朋子さんと英語・ヒンディー語字
幕翻訳者の藤井美佳さんにご登壇いただきました。本作の美術的な側面
やインドの現代美術シーンの紹介、手紙の言語の変化（ヒンディー語から
ベンガル語へ）の解説と日本語字幕制作の難しさなどお話いただきました。
　フレデリック・ワイズマン監督『ニューヨーク公共図書館　エクス・
リブリス』（YIDFF 2017）上映後は、映画編集者の大川景子さん、文筆家
の猪谷千香さん、山形県立図書館企画課長の佐藤克也さんによるトー
クで、何度観ても新たな発見があるワイズマン作品の魅力、「公共」につ
いての考え方や図書館のあり方の日米での違いなどが語られました。
　ご来場いただいた皆さん、ありがとうございました。
　10月のドキュメンタリー映画祭でも、多様な出会いと語りの場が生ま
れます。どうぞお楽しみに！

2025年10月9日［木］～16日［木］
2025

ご来場ありがとうございました！

未来をつくる人と場

山形国際ドキュメンタリー映画祭2025プレ・イベント「一年まえのヤマ開き」 
×

山形県立図書館オータムフェスタ 

10月13日［日］ 遊学館ホール

主催：認定NPO法人 山形国際ドキュメンタリー映画祭　共催：山形県立図書館
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山形国際ドキュメンタリー映画祭情報発信中

山形国際ドキュメンタリー映画祭の高校生チー
ムです。いろいろな上映会やイベントを企画して
みよう。メンバー募集中。

@docu_777
これまでの活動   www.yidff-live.info/tag/docuyamayouth

@Docuyama_youth
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映画祭 2023では、

監督インタビューも

行いました !!

山形国際ドキュメンタリー映画祭は「認定NPO法人」です。寄せられ
た寄付金には、寄付金控除が講じられ、寄付を行なう
側、受ける側、双方に有利になります。詳しくは最寄り
の税務署にお問い合せください。クレジットカード決済、
銀行振込、郵便振替がご利用いただけます。

ご寄付について

認定 NPO法人 山形国際ドキュメンタリー映画祭を
ご支援ください www.yidff.jp/support/
ドキュメンタリー映画祭と、それを支える山形の映像文化
を豊かにする活動を維持していくため、皆様からのご寄
付や正会員・賛助会員ご入会での一層のお力添えをお
願いいたします。

◆インターナショナル・コンペティション
第1次応募締切 2024年12月15日
第2次応募締切 2025年4月15日

2025年10月9日［木］～16日［木］
作品募集中！ www.yidff.jp/2025/entry

2025

◆アジア千波万波  
第1次応募締切 2024年12月15日
第2次応募締切 2025年5月15日

@FilmYamagatawww.creative-yamagata.jp
山形市創造都市推進協議会 事務局
山形市旅篭町 2-3-25　山形市文化スポーツ部文化創造都市課内
Eメール: creative-yamagata@city.yamagata-yamagata.lg.jp
電話：023-641-1212（内線 769）

山形県立図書館オータムフェスタ

10月27日［日］ 山形県立図書館 
主催：山形県立図書館、認定NPO法人 山形国際ドキュメンタリー映画祭
初めての山形県立図書館との共催の映画ワークショップです。映写機
とフィルムで映画のしくみを学び、透明の16mmフィルムに絵を描い
て、映写機で映写してみました。みんなのフィルムをつないで、ちいさ
な映画ができました。「持ち帰ったフィルムはどうする？」「スマホでコ
マ撮り？」「映写機つくれないかなあ」。スクリーンでまた会いましょう。

上映会＆ワークショップレポート

宝蔵寺キネマンダラ
10月5日［土］ 月布山宝蔵寺
主催：月布山宝蔵寺　企画：有限会社システム
協力：認定NPO法人 山形国際ドキュメンタリー映画祭

9月7日［土］、8日［日］ 蔵王温泉／11月3日［日］ Q1（上映会）
主催：探究教室ESTEM
協力：認定NPO法人 山形国際ドキュメンタリー映画祭、松金屋アネックス

山形県大江町の宝蔵寺で、デジタルカメラでのコマ撮りと、
16mmフィルムでアニメーションの野外上映を行いました。
コマ撮りワークショップでは、お寺の境内で大騒ぎしていた子ど
もたちでしたが、野外上映では一転、スクリーンに釘付けでした。
子どもからお年寄りまで地域の方が集まり、満天の星に見守られ
た和やかな上映会となりました。

「蔵王温泉の魅力を発信しよう！」をテーマに、小学3年生~中学1年
生13名が映像制作に挑戦しました。蔵王温泉街でのロケハンに始ま
り、シナリオ作り、撮影。そして編集にも取り組み、上映会も行いま
した。作品へのこだわりや制作で楽しかったことを発表してくれまし
た。見たことがなかった景色やきれいな風景に出会えたり、チームで
協力して制作するのが楽しかったそうです。続編を作りたい！との声
も。完成作品はこちら↓
　　　　　https://www.youtube.com/@estem8889
　　　　　　　（探究教室ESTEM Youtubeチャンネル）

エステム映像制作キャンプ

ご自宅や倉庫に眠っているフィルムはありま
せんか？　ホームムービーや自治体の広報・
記録映画などには、生活や歴史の足跡が映り込んでいます。映写機
がなくて見られない、何のフィルムか分からないなどありましたら、映
画祭事務局（023-666-4480）にご相談下さい。手遅れになる前に、「懐
かしい」を未来へ！

フィルムを捨てないで！
「懐かしい」を未来へ！


